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高
野
川
流
域
の
総
合
的
な
治
水
対
策

度
重
な
る
浸
水
被
害

　

平
成
16
年
10
月
の
台
風
23
号
や

平
成
25
年
９
月
の
台
風
18
号
で
は
、

高
野
川
の
下
流
域
に
位
置
す
る
西

市
街
地
で
多
く
の
浸
水
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。
特
に
平
成
16
年
の

台
風
23
号
で
は
総
雨
量
２
８
５
・

５
㍉
㍍
を
観
測
。
高
潮
の
影
響
も

あ
り
浸
水
戸
数
は
約
８
０
０
戸
に

も
上
る
甚
大
な
被
害
と
な
り
ま
し

た
。
た
び
た
び
発
生
す
る
浸
水
か

ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
命
と
財

産
を
守
る
対
策
が
急
務
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

高
野
川
流
域
の
浸
水
被
害
は
、

台
風
な
ど
に
よ
る
洪
水
や
高
潮
で

川
の
水
が
堤
防
を
越
え
る
こ
と
に

よ
る
越
水
、
高
野
川
か
ら
排
水
路

な
ど
を
通
じ
た
市
街
地
へ
の
逆
流
、

高
野
川
に
雨
水
が
排
水
で
き
な
い

こ
と
に
よ
る
内
水
氾
濫
な
ど
の
複

合
的
な
要
因
が
重
な
る
こ
と
で
発

生
し
ま
す
。

　

こ
の
浸
水
被
害
の
軽
減
を
図
る

た
め
に
は
、
従
来
の
河
川
改
修
だ

け
で
は
効
果
が
限
定
的
と
な
る
こ

と
か
ら
、
内
水
排
除
ポ
ン
プ
の
整

備
や
宅
地
の
か
さ
上
げ
対
策
な
ど

総
合
的
な
治
水
対
策
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

京
都
府
と
舞
鶴
市
の
連
携
に

よ
る
総
合
的
な
対
策

　

平
成
28
年
９
月
１
日
、
京
都
府

と
舞
鶴
市
で
構
成
す
る
「
二
級
河

川
高
野
川
流
域
に
お
け
る
総
合
的

な
治
水
対
策
協
議
会
」
を
設
立
。

高
野
川
流
域
の
治
水
安
全
度
の
向

上
を
目
的
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

分
担
を
定
め
つ
つ
、
効
率
的
か
つ

効
果
的
な
対
策
に
取
り
組
む
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
治
水

対
策
の
整
備
手
順
な
ど
の
協
議
を

重
ね
、
平
成
29
年
３
月
２
日
に
は
、

総
合
的
な
治
水
対
策
の
方
向
性
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
実
現
す
る
た
め
、
西
市
街
地
で
た
び
た
び
発
生
す
る
浸
水
か
ら
市
民
の

皆
さ
ん
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
の
治
水
対
策
。
シ
リ
ー
ズ
市
政
の
「
今
」。
第
42
回
は
、
京
都
府

と
舞
鶴
市
が
連
携
し
て
進
め
る
高
野
川
流
域
の
浸
水
被
害
対
策
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　

そ
の
方
向
性
は
、
洪
水
や
高
潮

な
ど
の
複
合
的
な
水
害
に
対
し
て
、

「
外
水
氾
濫
対
策
」「
逆
流
対
策
」「
内

水
氾
濫
対
策
」
の
３
つ
の
視
点
か

ら
、
府
・
市
が
連
携
し
て
総
合
的

な
治
水
対
策
を
推
進
す
る
も
の
で

す
。

▪
外
水
氾
濫
対
策
⋮
洪
水
や
高
潮

で
川
の
水
が
高
野
川
の
堤
防
を
越

え
る
こ
と
に
よ
る
外
水
氾
濫
に
対

し
て
は
、
京
都
府
が
高
野
川
の
堤

防
の
か
さ
上
げ
や
河
道
掘
削
、
護

岸
整
備
な
ど
を
実
施
。

▪
逆
流
対
策
⋮
高
野
川
や
支
川
か

ら
排
水
路
な
ど
を
通
じ
た
市
街
地

へ
の
逆
流
に
対
し
て
は
、
舞
鶴
市

が
逆
流
防
止
施
設
な
ど
を
設
置
。

▪
内
水
氾
濫
対
策
⋮
高
野
川
や
支

川
に
お
い
て
雨
水
が
排
水
で
き
な

い
こ
と
に
よ
る
内
水
氾
濫
に
対
し

て
は
、
舞
鶴
市
が
内
水
排
除
ポ
ン

プ
の
設
置
や
支
川
・
排
水
路
の
改

修
、
雨
水
貯
留
施
設
の
整
備
な
ど

を
行
う
と
と
も
に
、
宅
地
か
さ
上

げ
に
対
す
る
助
成
や
、
各
戸
貯
留

施
設
な
ど
ソ
フ
ト
対
策
を
実
施
。

　

こ
れ
ら
の
役
割
分
担
に
基
づ
き
、

府
・
市
が
連
携
し
て
実
施
に
向
け

た
詳
細
な
検
討
を
行
い
、
施
設
の

位
置
や
規
模
を
決
定
し
て
い
き
ま

す
。

　

平
成
29
年
度
に
は
、
高
野
川
河

川
整
備
計
画
の
策
定
（
京
都
府
）

や
下
水
道
の
都
市
計
画
決
定
（
舞

鶴
市
）
な
ど
を
進
め
、
平
成
30
年

度
以
降
に
集
中
的
に
事
業
促
進
を

図
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

当
面
の
目
標
と
対
策

　

ま
た
、
治
水
対
策
の
当
面
の
目

標
と
し
て
、
洪
水
と
内
水
対
策
は

平
成
16
年
台
風
23
号
と
同
程
度
の

お
お
む
ね
10
年
に
１
回
程
度
の
降

雨
を
基
準
に
、
高
野
川
河
口
か
ら

約
１
・
５
㌔
㍍
区
間
で
河
川
改
修

を
実
施
し
、
内
水
排
除
ポ
ン
プ
を

４
か
所
に
設
置
。
高
潮
に
つ
い
て

は
平
成
10
年
の
最
高
潮
位
を
基
準

に
高
野
川
河
口
部
の
護
岸
の
か
さ

上
げ
や
逆
流
防
止
施
設
の
設
置
な

ど
に
よ
り
、
浸
水
被
害
の
解
消
を

図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

当
面
の
治
水
対
策
は
お
お
む
ね

15
年
間
で
完
了
予
定
と
し
て
い
ま

す
。

　

市
で
は
、
新
た
に
下
水
道
整
備

課
に
浸
水
対
策
係
を
配
置
す
る
な

ど
庁
内
組
織
体
制
の
強
化
を
図
る

と
と
も
に
今
後
も
、
西
市
街
地
浸

水
対
策
促
進
協
議
会
を
は
じ
め
と

し
た
地
域
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
総
合
的
な
治
水
対
策
に

取
り
組
み
、「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
」
の
実
現
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

１期（おおむね 10 年）で、平成 16
年台風 23 号と同規模の洪水に対して
床上浸水被害が解消するエリア

２期（次のおおむね５年）で、平成 16 年
台風 23 号と同規模の洪水に対して床上浸
水被害が解消するエリア

高野川河川改修

護岸等嵩上げ

ポンプ施設

貯留施設

河川・水路改修

１期 ２期

貯留 貯留

ＰＰ

河川・水路

道路

1990年以降の主な水害

年月日   原因 床下浸水 床上浸水

Ｈ2.9.19 台風19号 104戸　  4戸

H10.9.22 台風７号 707戸 133戸

H11.6.29 梅雨前線 38戸 0戸

H16.10.20 台風23号 642戸 156戸

H22.9.12 台風９号 40戸 0戸

H25.9.16 台風18号 191戸 130戸

内水

水路 排水路

△洪水・高潮による水位

▽平水位

平成 16 年台風 23 号による被害の様子

治水対策が集中的に行われる高野川流域 総合的な治水対策の方向性を確認 必要となる治水対策を検討

治水対策エリアのイメージ図

浸水被害の起こる要因のイメージ

※周辺より地盤が低い箇所において
内水による床下浸水は残る
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